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 『
資
料
編
２　

古
代
・
中
世
』

A
5
判　

７
６
０
頁　

モ
ノ
ク
ロ　

カ
ラ
ー
口
絵
付　

本
文
収
録
C
Dｰ

R
O
M
付　

４
０
０
０
円

既
刊

『
資
料
編
３　

近
世
１
』

A
5
判　

７
９
０
頁　

モ
ノ
ク
ロ　

カ
ラ
ー
口
絵
付　

本
文
収
録
C
Dｰ

R
O
M
と「
三
州
幡
豆
郡
吉
良
庄

西
尾
城
之
図
」複
製（
B
２
判
）付　

４
０
０
０
円

既
刊

『
通
史
編
１　

原
始
・
古
代
・
中
世
』

A
5
判　

フ
ル
カ
ラ
ー　

８
４
１
頁　

本
文
収
録
C
Dｰ

R
O
M
付　

４
０
０
０
円

二
〇
二
三
（
令
和
五
）
年
五
月
二
十
七
日
、
西
尾
市
西

幡
豆
町
で
杉
山
時
雄
氏
に
よ
っ
て
ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
が
撮

影
さ
れ
、
初
め
て
市
内
で
の
生
息
が
確
認
さ
れ
た
。

偶
蹄
目
ウ
シ
科Bovidae

の
カ
モ
シ
カCapricornis 

crispus (Tem
m

inck, 1845)

は
、
日
本
固
有
種
と
し

て
一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
に
国
の
天
然
記
念
物
に
指
定

さ
れ
て
い
る
。
本
州
、
四
国
、
九
州
に
分
布
す
る
が
、
北

海
道
に
は
い
な
い
。
足
は
太
く
短
く
、
全
身
白
色
か
ら
灰

褐
色
ま
で
変
化
が
あ
り
、
長
い
体
毛
に
覆
わ
れ
る
。
ウ
シ

の
仲
間
で
シ
カ
の
よ
う
に
角
が
毎
年
落
ち
る
わ
け
で
は
な

い
。
角
は
年
齢
と
と
も
に
伸
長
し
、13
㎝
ぐ
ら
い
ま
で
に
な

り
毎
年
角
輪
が
で
き
る
。
体
重
は
45
㎏
く
ら
い
ま
で
大
き

く
な
る
。
体
の
大
き
さ
は
三
歳
ぐ
ら
い
で
止
ま
る
。
オ
ス
・

メ
ス
と
も
に
目
の
下
に
大
き
な
臭
腺
が
あ
り
、
テ
リ
ト

リ
ー
内
の
小
枝
な
ど
に
こ
す
り
つ
け
て
マ
ー
ク
を
し
、
テ

リ
ト
リ
ー
の
境
を
示
す
。
オ
ス
・
メ
ス
と
も
に
単
独
で
テ

リ
ト
リ
ー
を
持
ち
、
季
節
的
な
移
動
は
し
な
い
。
落
葉
樹

林
や
針
葉
樹
林
で
生
活
を
す
る
こ
と
が
多
い
。
ス
タ
イ
ル

が
良
く
カ
モ
シ
カ
の
よ
う
だ
と
言
わ
れ
る
の
は
、
ア
フ
リ

カ
の
カ
モ
シ
カ
の
仲
間
で
あ
る
。
日
本
の
カ
モ
シ
カ
は
、

短
足
で
足
が
太
い
。
雪
に
か
な
り
強
く
、
泳
ぐ
よ
う
に
歩

く
こ
と
が
出
来
る
。

戦
後
食
料
と
し
て
多
く
捕
獲
さ
れ
、
著
し
く
数
が
減
少

し
た
。
そ
の
後
一
九
五
五
年
に
特
別
天
然
記
念
物
に
指
定

さ
れ
て
、
保
護
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
に
数
が
増
し
、

植
林
の
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
の
芽
が
食
べ
ら
れ
る
被
害
が
出

て
、
駆
除
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

市
史
編
さ
ん
の
た
め
の
調
査
・
研
究
の
成
果
を
、論
文
・

調
査
報
告
・
資
料
紹
介
の
形
で
い
ち
早
く
ご
紹
介
し
ま
す
。

刊
行
予
定

 『
新
編
西
尾
市
史
研
究　

第
九
号
』

A
４
判　

１
０
０
頁
前
後　

モ
ノ
ク
ロ　

カ
ラ
ー
口
絵
付　

7
0
0
円

令
和
六
年
四
月
刊
行
予
定

■
内
容

西
尾
市
域
の
古
代
集
落
と
土
器
編
年
／
清
水
遺
跡
出

土
資
料
に
つ
い
て
―
故
紅
村
弘
氏
所
蔵
資
料
の
紹
介

―
／
江
原
村
手
島
家
文
書
の
世
界
―
戦
国
期
手
島
党

の
動
向
と
尾
花
村
・
高
川
原
村
の
成
立
―
／『
尾
三
新

聞
』に
み
る
幡
豆
郡
立
農
蚕
学
校
設
立
を
め
ぐ
る
紛
擾

（
一
）／
西
尾
茶
の
地
場
産
業
へ
の
発
展
過
程
に
つ
い

て
／
愛
知
県
の
ノ
リ
養
殖
の
歴
史（
技
術
開
発
と
生

産
）―
西
尾
市
の
状
況
を
中
心
に
―
／
佐
久
島
の
黒
ボ

ク
土
中
の
広
域
テ
フ
ラ
―
佐
久
島
に
飛
来
し
た
大
陸

起
源
の
火
山
灰
―（
予
定
）

　　
　

第
二
号
～
第
八
号　

す
べ
て
A
4
判　

モ
ノ
ク
ロ　

カ
ラ
ー
口
絵
付

５
０
０
～
７
０
０
円

※
各
号
の
内
容
は『
新
編
西
尾
市
史
』の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
頒
布
場
所

西
尾
市
岩
瀬
文
庫　

※
祝
日
を
除
く
月
曜
日
・
第
３
木
曜

日
ほ
か

■
通
信
頒
布

西
尾
市
史
編
さ
ん
室（
左
記
参
照
）ま
で
メ
ー
ル
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

資
料
や
情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

自
然
部
会
　
執
筆
員
　
金
森
　
正
臣

既
刊

既
刊

残
部
僅
少

　

西
尾
市
史
編
さ
ん
に
役
立
ち
そ
う
な
資
料
（
古
文

書
や
市
内
で
刊
行
さ
れ
た
古
い
出
版
物
な
ど
）
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
市
史
編
さ
ん
室
へ
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

〈 

担 

当 

〉

西
尾
市
教
育
委
員
会
文
化
財
課 

市
史
編
さ
ん
室

〒
四
四
五
―
〇
八
四
七

西
尾
市
亀
沢
町
四
八
〇　

西
尾
市
岩
瀬
文
庫
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
五
六
三
―
五
六
―
八
七
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
五
六
三
―
五
六
―
二
七
八
七

E-m
ail　

 shishi@
city.nishio.lg.jp

新
編 

西
尾
市
史
だ
よ
り 

第
一
〇
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
6
年
2
月
15
日
発
行

『
新
編
西
尾
市
史
研
究
』

第8号表紙

西
尾
市
で
ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
を
初
確
認



新編 西尾市史だより新編 西尾市史だより 第10号（2）（3）第10号

愛
知
県
で
の
分
布
は
、三
河
山
間
部
に
限
ら
れ
て
い
た
。

次
第
に
数
が
増
し
、
一
九
八
二
年
頃
か
ら
忌
避
剤
な
ど
を

使
い
始
め
、
一
九
八
九
年
度
か
ら
個
体
数
調
整
を
行
う
よ

う
に
な
っ
た
。
天
然
記
念
物
の
個
体
数
調
整
の
個
体
に
つ

い
て
は
、
岐
阜
大
の
獣
医
学
科
が
中
心
に
な
り
、
哺
乳
類

の
専
門
家
が
集
ま
り
様
々
な
資
料
を
集
め
た
。
ま
た
、
解

剖
に
よ
り
、
年
齢
、
妊
娠
の
年
齢
、
妊
娠
数
や
妊
娠
割
合

な
ど
多
く
の
デ
ー
タ
が
集
め
ら
れ
た
。
県
の
統
計
に
よ
る

と
、
捕
獲
数
は
二
〇
〇
二
年
（
81
頭
）
頃
を
ピ
ー
ク
に
次

第
に
減
少
し
、
二
〇
二
〇
年
以
降
は
21
頭
に
減
少
し
て
い

る
。
こ
れ
は
カ
モ
シ
カ
の
数
が
減
っ
た
と
言
う
よ
り
も
、

捕
獲
で
き
る
猟
師
さ
ん
の
年
齢
が
上
が
り
、
捕
獲
数
が
減

少
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
二
〇
〇
〇
年
以
降
も

数
は
増
加
し
続
け
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

カ
モ
シ
カ
は
各
個
体
で
テ
リ
ト
リ
ー
を
持
つ
た
め
に
、

一
歳
を
過
ぎ
る
と
親
の
縄
張
り
か
ら
追
い
出
さ
れ
て
、
新

し
い
と
こ
ろ
に
出
て
行
く
。
そ
の
た
め
に
県
の
調
査
で

も
、
二
〇
二
〇
年
頃
に
は
岡
崎
市
ま
で
分
布
が
拡
大
し
て

い
る
。
今
回
、
西
尾
市
で
見
ら
れ
た
個
体
も
、
角
な
ど
の

長
さ
か
ら
ま
だ
若
い
個
体
と
思
わ
れ
、
成
熟
し
て
親
の
テ

リ
ト
リ
ー
か
ら
追
い
出
さ
れ
て
、
自
分
の
新
し
い
テ
リ
ト

リ
ー
を
探
し
て
い
る
と
こ
ろ
と
思
わ
れ
る
。
テ
リ
ト
リ
ー

の
面
積
は
10
～
50 

ha
で
、生
息
環
境
に
よ
っ
て
変
化
す
る
。

繁
殖
期
は
十
～
十
一
月
で
、
妊
娠
期
間
は
二
一
五
日
で
、

通
常
一
子
で
あ
る
。

愛
知
県
の
統
計
に
よ
る
と
、
一
九
八
九
～
二
〇
二
〇
年

ま
で
に
捕
獲
さ
れ
た
約
一
八
〇
〇
頭
の
個
体
の
年
齢

は
、
0·

5
歳
が
13·

1
％
、
1·

5
歳
が
9·

3
％
、

2·

5
～
4·

5
歳
が
20·

8
％
、
5·

5
～
9·

5
歳
が

23·

3
％
、
10·

5
歳
以
上
が
33·

6
％
で
あ
っ
た
。
こ

の
う
ち
2·

5
歳
以
上
の
妊
娠
率
は
52·

7
％
に
な
っ
て

お
り
、
ほ
ぼ
隔
年
で
出
産
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。

今
後
、
西
尾
市
に
お
い
て
も
カ
モ
シ
カ
が
住
み
着
く
可

能
性
が
高
い
。
し
か
し
、
県
の
統
計
で
も
畑
の
作
物
の
被

害
は
少
な
く
、
大
き
な
問
題
に
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

注
意
し
て
見
守
る
必
要
が
あ
る
。

【
参
考
文
献
】

＊
阿
部
永
・
石
井
信
夫
・
伊
藤
徹
魯
・
金
子
之
史
・
前
田
嘉
四
雄
・

三
浦
慎
吾
・
米
田
政
明
（
2
0
0
5
）『
日
本
の
哺
乳
類
』　

東

海
大
学
出
版
会

＊
「
第
2
種
特
定
鳥
獣
管
理
計
画
」（
カ
モ
シ
カ
管
理
） 
2
0
2
2
年　

愛
知
県

現
在
、
近
世
部
会
で
は
、
令
和
九
年
に
刊
行
す
る
通
史
編

の
編
集
方
針
を
検
討
中
で
す
。
今
回
の
市
史
編
さ
ん
事
業
で

収
集
し
て
き
た
史
資
料
か
ら
、
旧
市
史
の
と
き
に
は
明
ら
か

に
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
ら
を
あ
れ
こ
れ
と
詮
索
中
で
す
。

た
と
え
ば
、
こ
ん
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
そ
の
ひ
と
つ
で
す
。

寛
延
二
（
一
七
四
九
）
年
十
月
十
九
日
、
松
平
備
前
守
領

駮
馬
村
の
女
が
西
尾
城
丁
田
門
へ
や
っ
て
き
て
、
お
堀
に
捨

子
が
あ
る
と
聞
い
た
の
で
見
て
み
た
い
、
と
門
番
に
頼
み
込

ん
だ
。
そ
れ
よ
り
先
、
十
月
九
日 

御
長
屋
部
屋
脇
の
内
堀

に
捨
子
（
の
遺
骸
）
が
あ
る
と
い
う
の
で
、片
付
け
さ
せ
た
。

捨
子
は
お
そ
ら
く
は
郭
内
か
ら
の
捨
子
だ
ろ
う
と
推
測
さ
れ

た
か
ら
、
町
方
（
三
輪
藤
太
左
衛
門
）
へ
吟
味
を
命
じ
た
。

駮
馬
村
の
女
は
小
焼
野
村
百
姓
伊
右
衛
門
の
下
女
で
、
懐
妊

し
て
暇
を
遣
わ
さ
れ
、生
ま
れ
た
子
は
伊
右
衛
門
が
預
か
り
、

の
ち
に
外
へ
預
け
た
と
い
う
。
預
け
た
先
は
、
西
尾
城
下
塩

町
理
平
・
さ
ん
夫
婦
で
あ
っ
た
。

ま
ず
は
小
焼
野
村
庄
屋
へ
の
聞
き
取
り
か
ら
吟
味
が
始
ま

り
、
塩
町
さ
ん
と
羽
塚
村
八
左
衛
門
、
八
兵
衛
の
三
人
で
捨

子
を
し
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。こ
の
三
人
は
牢
舎
と
な
っ
た
。

二
十
三
日
、
塩
町
さ
ん
が
捨
子
を
白
状
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
二
十
六
日
七
つ
半
時
（
午
後
五
時
頃
）
に

大
手
町
口
御
門
外
横
町
角
に
あ
る
孫
三
郎
宅
の
裏
か
ら
出

火
し
、
本
町
の
外
山
八
右
衛
門
宅
の
脇
ま
で
焼
失
し
た
。

西
風
が
激
し
く
吹
い
た
た
め
に
延
焼
し
、 

横
町
、
本
町
、

塩
町
が
残
ら
ず
焼
失
し
た
。
ほ
か
の
史
料
で
は
、
焼
失

九
十
二
軒
（
焼
失
竃
数
は
、
横
町
二
十
六
、 

本
町
五
十
六
、

塩
町
三
十
八
）
と
も
い
う
。
火
は
夜
八
つ
時
（
午
前
二
時

こ
ろ
）
に
よ
う
や
く
収
ま
っ
た
が
、
二
十
九
日
に
も
残
り

火
が
く
す
ぶ
っ
て
い
た
と
い
い
、
藩
士
た
ち
が
代
わ
る
代

わ
る
消
火
を
行
い
、
夜
分
は
見
回
り
を
し
た
。

十
月
晦
日
、
塩
町
が
ま
る
ご
と
焼
け
て
し
ま
っ
た
の
で
、

牢
舎
・
町
預
と
な
っ
た
者
た
ち
へ
食
べ
さ
せ
る
物
も
な
く

な
っ
た
。藤
四
郎
ほ
か
三
人
は
居
所
も
無
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
の
で
、
会
ケ
下
町
あ
た
り
で
宿
所
・
食
物
を
代
わ
る
代

わ
る
与
え
た
。
そ
れ
で
も
難
儀
な
状
況
に
は
変
わ
ら
な
い

の
で
、
藩
は
塩
町
に
米
一
俵
を
牢
舎
の
者
た
ち
を
食
べ
さ

せ
る
の
に
援
助
し
た
。

こ
の
火
事
が
あ
っ
た
た
め
に
塩
町
さ
ん
捨
子
一
件
の
吟
味

は
先
送
り
さ
れ
、
十
一
月
二
十
四
日
、
徒
目
付
・ 

同
心
が
牢

屋
で
塩
町
さ
ん
に
吟
味
し
た
と
こ
ろ
、
さ
ん
は
以
下
の
よ
う

に
述
べ
た
。
さ
ん
が
子
を
抱
い
て
い
た
と
こ
ろ
に
見
回
り
が

や
っ
て
き
た
。
す
る
と
子
が
泣
き
始
め
た
の
で
、
声
を
出
さ

せ
な
い
よ
う
に
懐
へ
入
れ
、
鼻
と
口
を
押
さ
え
た
と
こ
ろ
、

死
ん
で
し
ま
っ
た
。
そ
れ
で
捨
て
る
こ
と
に
し
た
、
と
。

二
十
六
日
、
藤
太
左
衛
門
宅
で
、
御
用
人
衆
、
御
徒
目

付
が
集
ま
っ
て
塩
町
さ
ん
捨
子
一
件
の
吟
味
を
再
開
し
、

二
十
九
日
に
吟
味
を
終
え
た
。
十
二
月
十
五
日
、
斬
罪
の

と
こ
ろ
出
家
衆
か
ら
助
命
嘆
願
が
あ
っ
た
の
で
、
縁
心
寺

と
さ
ん
の
檀
那
寺
正
念
寺
と
連
名
で
願
書
を
出
す
よ
う
命

じ
た
が
、
十
七
日
、
願
書
は
却
下
さ
れ
た
。

十
九
日
朝
、
塩
町
さ
ん
の
斬
罪
が
、 

諸
役
人
立
ち
会
い
の

も
と
浄
念
塚
御
仕
置
場
で
行
わ
れ
よ
う
と
し
た
。
そ
の
場

へ
縁
心
寺
・
正
念
寺
が
袈
裟
が
け
で
や
っ
て
き
て
助
命
嘆

願
を
し
、「
髪
を
剃
り
領
外
追
放
、
所
払
」
を
条
件
と
し
て

助
命
さ
れ
た
。

こ
の
一
件
は
、
村
で
の
子
余
り
と
町
で
の
子
ど
も
不
足
、

そ
こ
に
捨
子
の
村
と
町
に
お
け
る
循
環
が
生
じ
る
こ
と
の
具

体
例
を
示
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
同
時
に
、
元
禄
期
に
将
軍

徳
川
綱
吉
の
も
と
で
出
さ
れ
て
死
後
撤
回
さ
れ
た
生
類
憐
令

の
う
ち
、
い
わ
ば
中
心
的
課
題
で
あ
っ
た
捨
子
禁
令
は
十
八

世
紀
半
ば
に
も
生
き
て
継
承
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
入
牢
者
の
賄
い
は
入
牢
者
の
属
す
る
町
村
が

担
う
こ
と
、
近
在
の
僧
侶
に
よ
っ
て
助
命
嘆
願
が
な
さ
れ
る

こ
と
、
こ
う
し
た
こ
と
も
こ
の
事
例
か
ら
見
て
取
れ
ま
す
。

【
典
拠
】

「
被
仰
渡
申
渡
之
控
」従
延
享
五
辰
年
、至
宝
暦
十
三
未
年（『
三

浦
氏
時
代
の
西
尾
藩
』
Ⅲ
）、 

三
浦
家
文
書
『
日
録
』A
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寛
延
二
年
、『
三
浦
家
御
用
控
日
記
』
寛
延
二
年
、N
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近
世
部
会
　
編
集
委
員

池
内
　
敏
　

カモシカのヒヅメは、柔軟性があり、岩場を歩くのに適して
いる。岩山で追っていたイヌが、突き飛ばされて落下して
死亡したのを見たことがある。

非常に身軽で急斜面の落石が多いところでも、普通に
歩く。

このカモシカは、角が短いことから、まだ若い個体と思
われる。1歳半ぐらいで親の縄張りから追い出された
ものと思われる。

『三浦家御用控日記』寛延2年10月19日

捨
子
の
罪

こ
ち
ら

近
世
部
会
で
す
。



新編 西尾市史だより新編 西尾市史だより 第10号（4）（5）第10号

『
新
編
西
尾
市
史　

別
編
４　

民
俗
』
は
令
和
八
年
度
に

刊
行
予
定
で
す
。
現
在
、
各
委
員
は
原
稿
執
筆
に
集
中
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
委
員
た
ち
は
西
尾
と

い
う
フ
ィ
ー
ル
ド
に
立
ち
、
祭
礼
・
行
事
を
は
じ
め
く
ら

し
に
関
わ
る
こ
と
す
べ
て
に
わ
た
っ
て
場
面
観
察
し
、
そ

の
意
味
・
背
景
・
変
遷
な
ど
を
事
細
か
に
教
え
て
い
た
だ
き
、

記
録
の
共
有
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
調
査
を
深

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
現
在

に
至
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
成
果
と
し
て
西
尾
の
海
・
川
・
山
・

里
・
マ
チ
・
島
の
く
ら
し
に
関
わ
る
多
く
の
資
料
を
収
集

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
そ
の
中
か
ら
二
つ
、
西
尾

の
風
土
形
成
の
要
素
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
つ
目
と
し
て
は
、
七
点
の
日
記
と
の
出
会
い
を
い
た
だ

い
た
こ
と
で
す
。
明
治
か
ら
平
成
に
至
る
く
ら
し
の
様
子
が

克
明
に
記
録
さ
れ
、
中
に
は
ム
ラ
で
の
出
来
事
や
ム
ラ
役
の

こ
と
、
祭
礼
の
こ
と
、
農
作
業
の
こ
と
、
ノ
リ
養
殖
の
こ
と

な
ど
事
細
か
に
記
録
さ
れ
て
い
る
モ
ノ
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
日
記
か
ら
、
住
む
地
域
に
よ
っ
て
く
ら
し
を

支
え
る
生
業
に
も
変
化
が
見
ら
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

海
付
の
集
落
で
あ
る
吉
良
町
乙
川
に
住
む
Ｍ
さ
ん
の
日
記

に
は
ノ
リ
養
殖
と
養
蚕
、
夜
な
べ
仕
事
な
ど
の
記
録
が
克

明
に
記
さ
れ
て
お
り
、
一
年
の
内
で
休
む
の
は
農
休
み
の

み
で
、
家
族
を
守
る
た
め
に
日
々
働
い
て
い
る
場
面
が
想

像
で
き
ま
し
た
。
富
好
新
田
に
住
む
Ｔ
さ
ん
は
塩
業
に
関

わ
る
生
業
で
、
ハ
マ
ト
リ
作
業
の
姿
を
日
記
に
克
明
に
記

録
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
な
か
で
も
ク
ネ
田
作
り
の
様
子
の

記
録
は
貴
重
で
す
。
湿
田
で
裏
作
に
ム
ギ
・
ダ
イ
ズ
・
ナ

タ
ネ
な
ど
を
栽
培
す
る
た
め
に
は
、
ク
ネ
田
を
造
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
土
上
げ
が
し
や
す
い
よ
う
に
長

い
柄
の
先
の
鎌
（
ク
ネ
田
切
り
と
い
う
。
Ｗ
三
五
七
㎜
、

Ｈ
一
六
三
〇
㎜
、
Ｄ
二
〇
〇
㎜
、
重
量
四
・
九
㎏
、
他
に
も

大
き
さ
、
重
さ
も
異
な
る
鎌
も
確
認
）
で
、
田
の
土
を
縦

に
切
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
の
鎌
の
お
か
げ
で
、
ク
ネ
田
ビ
ッ

チ
ュ
ウ
（
備
中
）
に
よ
る
土
上

げ
の
仕
事
が
楽
に
な
っ
た
と
い

い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
土
上

げ
の
作
業
は
寒
い
日
で
も
汗
を

ビ
ッ
シ
ョ
リ
か
く
よ
う
な
重
労

働
で
あ
っ
た
と
Ｔ
さ
ん
は
し
み

じ
み
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

次
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
の

が
年
齢
集
団
の
つ
な
が
り
が
強

固
に
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。

厄
年
会
の
神
社
へ
の
奉
納
（
玉

垣
・
灯
籠
・
献
馬
等
）
な
ど
が

随
所
に
残
さ
れ
、
そ
し
て
こ
の

慣
習
は
男
女
と
も
に
見
ら
れ
る

こ
と
が
西
尾
の
風
土
形
成
要
素

の
一
つ
と
も
捉
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

こ
の
中
で
特
色
あ
る
祭
礼
を

紹
介
し
ま
す
。
室む

ろ

町ち
ょ
う

の
天
王
祭

の
中
で
、「
鳥
居
ゆ
す
り
」
と
い
う
珍
し
い
所
作
を
伴
う
厄

払
い
の
行
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
厄
男
が
ム
ラ
の
中
で

重
要
な
場
面
を
担
っ
て
い
る
事
例
で
す
。
室
町
の
天
王
祭

は
二
〇
時
か
ら
神
事
が
始
ま
り
、
二
〇
時
三
〇
分
よ
り
、

鳥
居
衆
と
称
さ
れ
る
「
厄
年
」
四
人
と
天
王
組
四
人
に
よ

る
鳥
居
ゆ
す
り
が
行
わ
れ
ま
す
。
そ
の
後
、
六
〇
個
の
赤

提
灯
に
火
が
灯
さ
れ
、
山
型
に
掲
げ
ら
れ
ま
す
。「
天
王
広

場
」
中
央
で
厄
年
と
天
王
組
有
志
は
前
後
四
人
ず
つ
に
分

か
れ
鳥
居
に
片
足
を
乗
せ
、
両
手
で
鳥
居
を
し
っ
か
り
と

持
ち
、
鳥
居
を
前
後
に
大
き
く
ゆ
す
り
ま
す
。
提
灯
は
激

し
く
揺
れ
、
ロ
ウ
ソ
ク
は
あ
っ
と
い
う
間
に
消
え
て
し
ま

い
ま
す
。
三
度
火
が
灯
さ
れ
、
鳥
居
は
よ
り
大
き
く
前
後

に
傾
け
ら
れ
、
ゆ
す
ら
れ
ま
す
。
二
〇
時
三
三
分
、
提
灯

の
火
は
消
え
、
鳥
居
は
元
の
状
態
に
戻
さ
れ
ま
す
。

西
尾
で
は
、
そ
の
風
土
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
魅
力

あ
ふ
れ
る
民
俗
文
化
財
が
、
強
い
伝
承
力
で
現
在
ま
で
受

け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
伝
承
力
の
実
際
を
『
別
編
４　

民
俗
』
で
お
返
し
出
来
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
こ
う
し
た
祭
り
を
中
止
す
る
方
向

に
舵
を
切
る
し
か
な
い
地
区
も
見
ら
れ
ま
す
。
西
尾
に
根

付
い
て
い

る
知
恵
と

工
夫
で
食

い
止
め
る

こ
と
を

願
っ
て
い

ま
す
。

昨
年
四
月
よ
り
、
西
尾
市
史
編
さ
ん
室
で
学
芸
員
と
し

て
働
い
て
い
ま
す
、
井
口
で
す
。
群
馬
県
出
身
、
二
十
六

歳
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
新
人
で
す
！

さ
て
、
配
属
先
の
市
史
編
さ
ん
室
で
の
主
な
仕
事
は
、

『
新
編
西
尾
市
史　

資
料
編
４　

近
世
２
』
の
編
さ
ん
で

す
。
私
が
最
初
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
は
、
市
内
の
金き

ん

石せ
き

文ぶ
ん

の
調
査
で
し
た
。
金
石
文
と
は
、
金
属
や
石
に
刻
ま
れ
た

文
字
資
料
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。
石
碑
や
お
墓
の
銘
文
に

は
、
当
時
の
で
き
ご
と
や
亡
く
な
っ
た
人
の
事
績
な
ど
、

西
尾
の
歴
史
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
大
切
な
情
報
が
刻
ま

れ
て
い
ま
す
。

市
史
を
編
さ
ん
す
る
上
で
、
す
で
に
大
半
は
調
査
を
終

え
て
い
ま
し
た
が
、碑
文
が
読
め
な
い
も
の
な
ど
を
含
め
、

今
年
度
に
約
十
か
所
の
金
石
文
を
調
査
し
ま
し
た
。
金
石

文
の
調
査
の
経
験
は
全
く
な
く
、
調
査
方
法
も
「
拓た

く

本ほ
ん

」

し
か
思
い
浮
か
び
ま
せ
ん
で
し
た
。
拓
本
と
は
、
銘
文
に

和
紙
を
当
て
て
、
そ
の
上
か
ら
墨
を
含
ま
せ
た
布
な
ど
を

打
ち
つ
け
て
文
字
を
写
し
と
る
方
法
で
す
。

し
か
し
最
近
で
は
、
拓
本
よ
り
も
画
期
的
な
方
法
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
が
、片
栗
粉
を
使
用
し
た
調
査
方
法
で
す
。

名
付
け
て
、「
片
栗
粉
法
」。
最
初
に
聞
い
た
と
き
は
、「
片

栗
粉
!?
」「
片
栗
粉
っ
て
料
理
に
使
う
の
で
は
？
」
と
驚

き
ま
し
た
。

こ
こ
で
、
片
栗
粉
法
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
刻
ま

れ
て
い
る
文
字
の
凹
面
に
手
の
ひ
ら
を
使
っ
て
粉
を
こ

す
り
つ
け
、
埋
め
込
み
ま
す
。
余
分
な
粉
を
払
い
落
と

す
と
、
白
く
き
れ
い
に
文
字
が
浮
か
び
上
が
り
ま
す
。

こ
の
片
栗
粉
法
を
使
用
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
名
古
屋

大
学
名
誉
教
授
の
塩
村
耕
先
生
か
ら
、
熱
い
ご
指
導
を

賜
り
ま
し
た
。

片
栗
粉
法
の
利
点
と
し
て
は
、
拓
本
よ
り
も
簡
単
で
、

は
っ
き
り
と
文
字
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
点

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
お
墓
や
石
碑
は
風
化
に
よ
り
、
そ
の

ま
ま
読
む
こ
と
が
困
難
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
片

栗
粉
を
使
用
し
て
、
白
く
浮
か
び
上
が
ら
せ
た
文
字
を
カ

メ
ラ
で
撮
影
す
る
こ
と
で
、
鮮
明
な
画
像
を
得
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
す
。

な
お
、
調
査
の
際
は
事
前
に
持
ち
主
の
許
可
を
と
り
、

調
査
後
は
水
で
洗
い
流
し
元
の
状
態
に
戻
し
ま
す
。

で
は
、
調
査
し
た
金
石
文
の
中
で
、
印
象
に
残
っ
て
い

る
も
の
を
一
つ
ご
紹
介
し
ま
す
。
下
矢
田
町
の
養
寿
寺
に

あ
る
「
多た

米め

時
元
」
の
お
墓
で
す
。

西
尾
藩
主
と
い
わ
れ
る
と
、皆
さ
ん
は「
大お

給ぎ
ゅ
う

松ま
つ

平だ
い
ら

家
」

を
想
起
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
以
前
に
は
三み

浦う
ら

家

や
土ど

井い

家
の
時
代
も
あ
り
ま
し
た
。
彼
ら
の
家
臣
が
西
尾

で
没
し
、
葬
ら
れ
て
い
ま
す
。

多
米
甚
五
右
衛
門
時
元
は
、
西
尾
藩
主
土
井
家
の
初
期

の
重
臣
で
す
。
墓
石
の
四
面
に
び
っ
し
り
と
墓
誌
の
み
が

刻
ま
れ
、
被
葬
者
名
が
ど
こ
に
も
記
さ
れ
て
い
な
い
と

い
う
珍
し
い
形
式
の
墓
碑
で
す
。
こ
の
墓
誌
の
内
容
は
、

最
初
に
先
祖
が
土
井
家
に
仕
え
る
に
至
っ
た
経
緯
が
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
次
に
時
元
の
兄
、時
定
が
人
を
斬
っ
て
出
奔
、

そ
れ
に
途
中
ま
で
同
行
し
た
時
元
が
追
っ
手
に
捕
ら
え
ら

れ
る
が
、
十
七
歳
な
が
ら
剛
胆
に
ふ
る
ま
い
、
そ
の
こ
と

が
契
機
と
な
っ
て
土
井
利
勝
に
仕
え
る
に
至
る
顚
末
が
活

劇
風
に
語
ら
れ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
そ
の
後
、
時
元
は

重
用
さ
れ
た
も
の
の
、
賢
者
を
主
君
と
す
る
こ
と
が
で
き

ず
、
朋
輩
に
も
恵
ま
れ
な
か
っ
た
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

土
井
家
時
代
の
藩
士
個
人
の
実
像
に
触
れ
て
い
る
資
料
が

少
な
い
西
尾
に
と
っ
て
、
新
た
な
発
見
と
な
り
ま
し
た
。

市
史
編
さ
ん
に
携
わ
る
こ
と
で
、
西
尾
の
歴
史
を
少
し

で
す
が
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
歴
史
を
知
る
手

が
か
り
と
し
て
、
文
献
資
料
が
注
目
さ
れ
が
ち
で
す
が
、

金
石
文
の
よ
う
に
石
や
金
属
に
彫
ら
れ
た
文
字
か
ら
も
、

地
域
の
歴
史
を
読
み
解
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
も

ぜ
ひ
、
ご
近
所
の
石
碑
に
注
目
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

西
尾
の
金
石
文
担
当
（
自
称
）
と
し
て
、
金
石
文
や
片

栗
粉
法
に
つ
い
て
何
で
も
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

民
俗
部
会
　
編
集
委
員野

本
　
欽
也
　

室町津島神社「鳥居ゆすり」

クネ田切り鎌

こ
ち
ら

近
世
部
会
　
事
務
局

井
口
　
喜
景

片
栗
粉
の
意
外
な
使
用
方
法
！

―
料
理
以
外
に
も
こ
ん
な
使
い
道
が
―

市
史
編
さ
ん
の
現
場
か
ら

多
様
な
民
俗
事
象
が
確
認
で
き
る
西
尾

そ
の
構
成
要
素
を
探
る

こ
ち
ら

民
俗
部
会
で
す
。



第10号（6）（7）第10号 新編 西尾市史だより新編 西尾市史だより

編
さ
ん
委
員
会　
5
年
5
月
11
日

編
集
委
員
会　
　

5
年
6
月
8
日
・
6
年
2
月
10
日

近
世
部
会

●
『
資
料
編
４　
近
世
２
』
の
編
集

●
通
史
編
の
構
想
検
討

●
部
会

5
月
28
日
・
10
月
8
日

●
市
内
金
石
文
追
調
査

中
町
縁
心
寺
・
下
矢
田
町
養
寿
寺
・
上
永
良
町
妙
安

寺
・
寺
津
町
妙
光
寺
・
下
羽
角
町
浜
島
文
貞
墓
・
一

色
町
崇
用
寺
・
同

満
国
寺
・
同
佐
久

島
崇
運
寺
・
吉
良

町
源
徳
寺
・
同
宝

光
院
・
同
華
蔵

寺
・
東
幡
豆
町
証

文
岩
・
鳥
羽
町
極

楽
寺

●
寄
託
・
寄
贈
・
購
入
文
書
整
理

碧
南
市
礒
貝
正
夫
氏
所
蔵
文
書
・
吉
良
町
酒
井
家
文

書
・
花
蔵
寺
町
尾
崎
家
文
書
・
米
津
町
米
津
達
雄
氏

寄
託
資
料
・
高
河
原
町
榊
原
家
文
書
・
『
三
浦
家
御

用
扣
日
記
』
ほ
か

近
現
代
部
会

●
『
資
料
編
５　
近
現
代
』
の
執
筆
・
編
集

●
通
史
編
の
構
想
検
討
・
執
筆

●
部
会

５
月
21
日
・
８
月
30
日
・
12
月
9
日

●
近
代
雑
誌
（
『
政
友
』
『
憲
政
』
ほ
か
）
調
査

の
べ
32
回　

名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館

●
資
料
調
査

国
文
学
研
究
資
料
館
・
愛
知
県
図
書
館
・
名
古
屋
市

鶴
舞
図
書
館
・
豊
田
市
中
央
図
書
館
・
安
城
市
図
書

館
・
安
城
市
歴
史
博
物
館

●
寄
託
・
移
管
・
購
入
資
料
整
理

西
尾
幼
稚
園
所
蔵
資
料
・
岩
瀬
文
庫
旧
書
庫
保
管
新

聞
・
小
栗
新
田
関
係
資
料
ほ
か

自
然
部
会

●
『
別
編
２　
自
然
１
』
の
執
筆
・
編
集

●
市
内
の
植
物
・
海
岸
生
物
の
追
調
査

の
べ
46
回

美
術
工
芸
・
建
造
物
部
会

●
『
別
編
１　
美
術
工
芸
・
建
造
物
』
の
編
集
・
刊
行

民
俗
部
会

●
『
別
編
３　
民
俗
』
の
構
想
決
定
・
執
筆

●
部
会

６
月
14
日
・
9
月
13
日
・
12
月
13
日

●
市
内
の
祭
礼
・
習
俗
・
民
具
な
ど
の
調
査　

吉
良
町
瀬
門
神
社
馬
駈
神
事
の
花
笠
作
り

天
王
町
神
楽
獅
子
・
肴
町
大
名
行
列

貝
吹
町
鍵
万
灯

鳥
羽
の
火
祭
り

西
野
町
小
学
校
御
殿
万
歳
ク
ラ
ブ　

ほ
か

　

４
月
～
１
月　

の
べ
101
回

調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
、

情
報
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
方
々
へ 

心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

『
新
編
西
尾
市
史
』は
、平
成
23
年
４
月
の
西
尾
市
・

一
色
町
・
吉
良
町
・
幡
豆
町
の
合
併
に
よ
り
誕
生
し
た

新
し
い
西
尾
市
の
姿
を
歴
史
・
文
化
・
自
然
・
美
術
・

民
俗
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
明
ら
か
に
す
る
も
の

で
す
。
通
史
編
・
資
料
編
・
別
編
の
全
15
冊
の
刊
行
を

予
定
し
（
令
和
6
年
1
月
時
点
）、
こ
れ
ま
で
に
５
冊

を
刊
行
し
ま
し
た
。

■
頒
布
場
所

西
尾
市
岩
瀬
文
庫
・
西
尾
市
資
料
館
・
一
色
学
び
の
館
・

尾
﨑
士
郎
記
念
館
・
西
尾
市
塩
田
体
験
館

※
い
ず
れ
も
祝
日
を
除
く
月
曜
日
休
館
ほ
か

■
通
信
頒
布

西
尾
市
史
編
さ
ん
室
（
次
頁
参
照
）
ま
で
メ
ー
ル
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

新
刊

 『
別
編
１　

美
術
工
芸
・
建
造
物
』

『
新
編
西
尾
市
史
』
の
第
５
冊
目
と
し
て
『
別
編

１　

美
術
工
芸
・
建
造
物
』
を
刊
行
し
ま
し
た
。
国

宝
・
重
要
文
化
財
を
含
む
市
内
の
重
要
な
絵
画
・
彫
刻
・

工
芸
・
建
造
物
2
3
4
点
を
詳
細
な
解
説
と
美
し
い

カ
ラ
ー
写
真
に
よ
っ
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

A
４
判　

オ
ー
ル
カ
ラ
ー　

6
4
3
頁　

５
０
０
０
円

■
内
容

◆
第
１
章　

総
論

１ 

西
尾
市
の
仏
教
絵
画
／
２ 

西
尾
市
の
世
俗
画
／

３ 

西
尾
市
の
彫
刻
／
４ 

西
尾
市
の
工
芸
／
５ 

西

尾
市
の
建
造
物

◆
第
２
章　

特
論

１ 

浄
土
真
宗
の
文
化
財
／
２ 
西
尾
出
身
の
画
家　

矢や

内う
ち

楳ば
い

秀し
ゅ
う／

３ 

横よ
こ

井い

金き
ん

谷こ
く

―
旅
す
る
画
僧
が
残
し

た
足
跡
／
４ 

殿
さ
ま
の
絵
画　

乗の
り

完さ
だ

か
ら
乗の

り

全や
す

へ

／
５ 

松
平
乗
全
と
立
山
信
仰
／
６ 

西
尾
の
肖
像
彫

刻
と
人
物
彫
刻
／
７ 

西
尾
市
内
の
仏
像
の
自
然
科

学
的
調
査
／
８ 

西
三
河
に
残
る
「
神
明
造
（
流
造

型
）
」
の
神
社
本
殿

◆
第
３
章　

主
要
作
品
解
説

西
尾
市
内
の
お
も
な
絵
画
・
彫
刻
・
工
芸
・
建
造

物
2
3
4
点
の
解
説
と
カ
ラ
ー
写
真
な
ど

◆
第
４
章　

資
料

１ 

落
款
・
銘
文
集
成
／
２ 

実
相
寺
所
蔵　

釈
迦
如

来
お
よ
び
両
脇
侍
像　

像
内
納
入
文
書
一
覧
／
３ 

西
尾
で
活
躍
し
た
絵
師
・
画
家
た
ち　

ほ
か

既
刊

 

『 

資
料
編
１ 

考
古
』

A
4
判　

7
9
0
頁　

オ
ー
ル
カ
ラ
ー

西
尾
市
の
遺
跡
位
置
図
付　

5
0
0
0
円

残
部
僅
少

『
新
編
西
尾
市
史
』

　
　
既
刊
の
ご
案
内

金石文調査のようす

  内容見本（第3章 主要作品解説）

植物調査のようす

主
な
活
動
記
録

（
令
和
5
年
4
月
～
令
和
6
年
2
月
現
在
）


